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できたばかり新本堂にて、春のお彼岸の
法要をお勤めしました。
今回は、筑前琵琶ライブ♪⾼⽊⻘凰さん
の歌声と琵琶の⾳⾊が春⾵に乗って響き
わたりました。

何かあればセコムが駆けつけてくれる。ここは裏
が池なので思わぬ来客があるかもしれません・・
住職「たとえば、家の中に蛇がいた時に緊急ボタ
ンを押したら来てくれますか︖」
セコム「もちろん、駆けつけます︕」
住職「蛇を家から出してくださいとお願いしたら
出してくれますか︖」
セコム「なんとかします︕」 頼もしい︕︕

セコムに守られて



あつかましくも、ご寄付をお願いしましたところ、
沢⼭のご寄付をいただきありがとうございました。
開かれたお寺でありたいと思っておりますので、
ご法事以外でもお使いになりたい⽅はご遠慮なく
ご相談ください︕

⼤事なものが⼿に⼊らないのは
いらないものを 持ちすぎているからです

（ほんとうに⼤切なものは何ですか︖）

「拝まないものも
拝まれている。拝
まない時も拝まれ
ている。」

拝んでいたつもり
が、実は私たちが
仏さまの⽅から拝
まれているんです
ね、有難いです。

いちばん⼤切な仏さま

⽞関から上がった
ところの談話室。
⾚いソファーも⼤
川家具の技術で蘇
りました。
落ち着く空間でお
茶を飲みながらお
話ししましょう。

談話室

⽞関の佇まい

お寺というよりも・・・どちらかと⾔
えば「お蕎⻨屋さん」といった感じで
しょうか（笑） 看板は、先代の⽗が
30年前に開教した時にかけていた看板
です。

裏に池があり、⽔が
ある時には鴨たちが
泳いでいますよ。
昔、チヨちゃんとい
う⼥の⼦が溺れたと
か・・・。

今⽉の⾔葉

みなさまのお陰で、⾒違えるような建物になりました。
どうぞ、これからも⼤切な場として末永くよろしくお願いします。


